
東京都農林・漁業振興対策審議会答申

「都市と共存し、都民生活に貢献する力強い東京農業の新たな展開」の概要

第１ 章　転 機 を 迎え る 東 京 農業

且 業 § め ぐ る 社 会 情 紡の 萱ｔ　 ｊ Ｐ､ ２

皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
l 東 京 農 業 を● り 轡く歓 況 】

○ 東 東 晨 業 は 、澗 賢 者 ニ ー ズ;こ合 一･ｊた 新 鮮 で安 全 安 心 な農i 酋産 物 を生 蔵. 近 年 で は 地 場 産 貪 吝 焉 物

･ヽ の 期 待 の 高 まりに加 え､ 莉 災 や 擢 噫､ 教 育 など 農 業 一員 地 が持 つ 多 面 的 傲 能 へ の 評 価 が 向 上

Ｃ 農 産 輸 価 格 低 迷 と生 産7;Iス|･k 昇 等 に よる収 益 性 の 悪 化 や 相 統 腕め 負 担 蜀 により､ 農 業 微 権 者 の 就

鳥 意 欲 の 低 下 から農・ 者 の 高 齢 化 が 准 行. 農 地 が 減 小 ずる など 東 京 農 縫を 取り巷 く社 会 情 勢 が 変 化

【都 市 農 業 に 嗣 す る 動 き 】

○ 都 や 区 市 町. 農 案 団 体 等| よ. 都 市 農 業ilJ 安 定 的 岨 続 の た ｙ･､これ まで農 地･ ＆ 制 度 改 鋳 を誠 に 要 望

○ 国 はj･ 都 市 酔ｌ 振 興 基 本 法｣ を 制 定 し､ きらに 平 成28 年5JI にr 都 市 農 紫 振 興 基 本 計 画J を 閑 議 決 定

都 市農 場 が 安 建 的 に 継 続 で きる 環 境 整 備 が 整 いり り あlj、大 きな 転 進 を 迎 え てい る状 況

東 京 震 害 の 現 状と 課 題　l p- ３

-･　　　　 ¶■　　　■■　　　　IX　I■･　　r･･　皿　･･■　･ II　　■■　■¶　＝　　■■　・　　　　　　　　　　　　　
｜【 東 京 農 業 の 観 状 とそ の 特 色 】

〇 農 地 は 柳 統 等 を契 機 に10 年 岡 で1,10011i,減少､ 認 定 農 業 者 は|{} 年 間'(μ.3 倍 に 増 加

０ 農 業産 出 額 は 野 菜 類 を巾 心 に 冴 禰 円y ￥､ 郁 民・ヽ の 直 接 飯 売 が ７劉 以 上､ 展 業 体 験 扁 翻 の 設 置 数 が1 叩 ヶ所 を

超 える など 多 種 多 様 な農 業 経 営 が 展 闘

Ｏ 共 同 直 宛 所 咄 蕎加 や 学 校 給 食 へ の 食 材 捉 惧 等 地 産 地 消 の 活 性 化. 都 民 の 東 京 農 を 、の 期 待 一関 心 の 嵩 まり

【 東 京 農 桑 が 抱 える 課 題 】

○ 市 街 化 区 城 内 属 地il 有 効 活 用 と担 い 手 の 廸 保=･育 成

○ 都ii 農 地 刳11 全 す る ため の 新 た な 施 簾 の 展 間と多 面 的 機 能 の 甕 揮 に 向 け た 環 境 づ くり

○ 環 塊 保 全 型 農 楽 の 実iliと 都内 産 農 む 産 物 の 地 産 地 哨 の推 進

○ 島 し､よ地 域 ぺ･中 山 間 地 域､ 都 市 地 城 など 地 昿 び1状 況 に 応 じた 農 喫 振 興 施 策 の 充 実

第２ 章 東 京 農業 を 振興 する４ 本の 柱

基本的な視点：『首都東京の持つポテンシャルを活かした農業施策の展開』

１ 担い手の確保 ゜冑戚と力強い農巣縫営の展開 ＩＰ．７

【多樺な担しヽ 季の確保=･育成l

○総命的な支援体制ぴJ充吏･強 化による農業後曙者や新た

な担い手の資嫂､ 女性が活皿できろ環境の整備､ 援鳥

ボづ･ンヂr アなど多様な支え手の岫保と育成を支援

【意敬あ４農軍看邨の経営力の強化l

0 先進肢術･を取り入ILた高叡益型良禽の確立､ 轟付加価

値化など都内座晨畜産物の暁争かり強化､ 創 奪工夫を・

らした無臭経営の実現に叫けた支援､ 農業経営力強化に

向けた取組･支援. 魅力ある畜産極営に向けた支援

【施股化や基盤整俑郷によ.る生産力の強化】

Ｇ生魔性を商める農禽閤遠施設びl整備支援. 地域特性を

活かした匍Ｒ 化の推ｌ､ 農 地流簡化に､1;る経営基盤の

確立

２ ●地・ 全と多面ll置旋の発潭　　 Ｆ.11

【農地保彙に向けた新たな取組】

○市街化区域濤. 地域毎の農地保 全施術の推進. 榔

市晨地保全のための小規模 腱･求涛･、の支援､ 遊休

獅地野の再生繁備の支援

【晨地の防災や・ 墳保全機能による都市への貫献3

0 農畜･驀地を活かした防災機能の強化. 甜喩保=全

機能の亮押､ 農 地や屋歓林の保全に､k乙景観形成

【多祥な牒作業の体験機会の充実l

O 市民農園等の整備､ 半 校軟青との箆携､ 福 祉と連

携にた驀 地の活用

【都内崖の花と植木による都市緑化の推進】

り 都内産緑化櫨恂の利用拡大. 断たな緑化技術の同

発と昏及､ 都民によ乙地城緑化活齢､り雍瀋

３ 良の安全安６と 地産地消の推進　JP｡16

【 都内直最素産物の地産地潰の拡大】

ｏ 都心剖と多摩地域や島しよ地域を結ぶ咄裔地消ネ

ソトワークの哨築､ 農地のない区祁の学校給食-ヽ の

供給拡大､ 農業･農地の多面的機能を含めた情報発

信の強化

【環境保全型屋期刀実践fこよるml 庫 農産物の提供】

ｏ 環境･-、の負荷軽減･りための環境保金梨賤業の推喫

都民り 不安解消のためめ農畜産物の安全性に関す

る臍査･情報の発fs

【椎物･家 畜防疫対策の強化】

○農巌物を安心しで生政できろ鷹境の整飼､ 商病原性

鳥インフルコ４ンザなどに対すろ家畜防疫体剛の充実、

属作物の獣害防止対策･り強化。

一 一 一 一

p,19

I鳥しよ､中LI』鴎. 都市地域の攘舞方向】

○島し.l地耀j;1､基幹産業として力蝕い奥撫の展開の

ためi･･J･|ターン者･ヽ の 生活基盤確侶支哺等を充実

０ 都附属辺地城を含む中山閥地域は. 榔紺住民との

交蔵をIP 心に地域を活性化する農業を屋開

○郡市地城ij，新たなビジネスそデルの展開に加え、

小飛揚農地の活用や農地心貨借を促進､ 農業･農地

の多面的挿櫛を･ ｌ 発舞1..J119・な都民生活に貫漱

l繍 地の流ｌ ｔ による遊休･ 低利用遠地の活用]

０ 新規就農を含む意欲ある担い 手と農地のマッチング

【観 光 業･や ● 工･高 等とのｉ 携 にJi る雇;

Ｏ 地 域几 負畜 産 物 を利 用した 新 商 品

第 ３･ 章 都 市 農 業 ・ 農 地 に 係 る 制 度 の 改 善

a㎜-■■c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　-㎜-

皿は榔市農業･最地を再屏価し、生産拉能を基本に多面的構能を積極的に活かす政策へ大転換

【生産緑地制度に係る改善･】

○生産緑地指定の柑iz面積要件を､地域の実情や農業経営上の必賢性に配慮し.大幅に引き下げるべき

○区市町が生産緑地の践取りを行えるようにす､5ため､国は財政的な支援を拡完十べき

『r特定貸付け』綱度の生産緑地への適用拡大】

P.2a

０｢ 農 業経嵩基盤強化促進法｣に 基づく貨t･ｙJ,ﾋうな制度を創設するとともに、生雁緑地を「特定貸付け｣１』鷹の対象と

すべき

【相続税納税猶予制度の適用拡大など相耕税の舜担軽減噂霖】

○賞農に必 要な農業用咆設用地等にも、一定め用途制限のもと. 櫛続税納税猶 予制度の適坏1を拡大すべき

【新たな諭 納制度の創設1

0 物 納されて田 有1吐 たｔ 熾を･地 方公訪Fll体 脇にIli借Ｌ、市民叙聞４とＬで活用することＣ都市農地の保全を図ろべ

第４章 力強い東京農業の実現に向けて

郡民生活に'ｌ 畝 する東京童集 の展開に向 けた、そ れぞれの役割

【農業者や農業団体の努力】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ. 28

0 農業者は.新鮮､安全賞･しな農産物を生産.農業･農地の拿面的機能を十分認識し地城に貫献

０農毎団体は､ 営農柑導を強化､農地の利用釧路や新規就農を促進レ( 意欲ある農業者を宥成

【郡民の協力l

0 都民は､東京農業に対する理解を深め. 農産物・ 兇所や農業体瞭農l肩等の活用､ti農ボフン

テf7 や新規就農など､罵駅展業を支えろ応援団として参画

【郁.ｌ 市町村､国の翼狭l

○都は､関係嗅間と連携強化し､都内各地城の特性に応じた振興扁策を眼間

○仄｢乍町村は. 基礎自治体として国や都の施策を活用しっ一埓 め細や力瘤・ 剪施策を叫詞

０国Fｔ 東京の具案が嶮襖一発昶できる､Ｍ. 地城特性を考慮した制度改iEや施隋の展開



(3)観光業や商工業等との連携による農業振興

① 地域の特色を活かした観光業との連携支援

東京では．各地の多様な環境の下で．それぞれ特色ある農業が営まれて

おり、 特産農畜産物や農業そのものへの注目が高まっている
Ｏ

特に、島しよ地域や中山問地域では．これらを貴重な観光資源として、より

一層活用し、地域経済の活性化に貢献するべきである
Ｏ

また、都市地域においては、東京という大消費地の中での農業という優位性

を存分に活かし、農業体験など都民参加型の農業経営や、各地域にゆかり

のある江戸東京野菜などを活用した観光業や商工業との連携などの取組を

展開し、農地のない地域の住民に対しても東京農業をＰＲしていくべきである。

これらは、区市町村や各農業団体などが主体となり、それぞれの地域の特

色を活かして観光業や商工業との連携を一層推進することが求められてい

るＯ
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